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の 修正申告と更正

Q ●
● 税務調査を受け、修正申告をするよう

求められていますが、修正申告をするのと更

正とでは、どのような違いがあるのでしょう

か。

A ●
● 更正の場合には不服申立てができます

が、いったん修正申告書を提出してしま

不服申立てはできなくなってしまいます

【解説】

ｰ
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。

と

修正申告をするのは、すでに提出した申告

が過少である場合、その申告を増額訂正する

場合です。税務調査の結果、所得のもれを発

見されると、修正申告書の提出を求められま

すが、税務署の指摘する内容が納得できない

のであれば、修正をする必要はありません。

修正申告に応じない場合、税務署は更正処

分をすることができます。ただ、青色申告書

に係る更正をする場合には、その更正に係る

具体的な理由を附記しなければならず、立証

責任は租税行政庁に求められますから、税務

署もかなり慎重にならざるを得ないでしよ
＝

フ

修正申告も増額更正も税額等が過大になる

ことに違いはなく、加算税や延滞税が賦課さ

れることにも変わりはありません。

相違点は、修正申告が納税者側の自主的な

税務行為であるのに対し、更正処分は調査と

密接に関連した行政処分といえます。また、

更正処分の場合には、納税者から異議申立て

◎

又は審査請求という不服申立てができますが、

修正申告は自らこれが正しい申告ですといっ

て修正したのですから、納税者からの不服申

立てはできません。


